
情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

GearsOS の Paging と Segmentation
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概要：現代の OSでは, User Space で Page Table による メモリ管理を行える OSは少ない。本研究室で

はメタレベルの処理を記述できる CbC と CbC を用いて実装する GearsOS の開発を行っている。本論文

では、GearsOS に Paging と Segmentation を行える API を実装して User Space からメモリ管理の実装

を提案する。

Implement Paging and Segmentation on GearsOS

1. Con

本研究室では、Code Gear と Data Gear という単位で

プログラムを記述する CbC と CbC を用いて実装する

Gears OS の研究を行っている。Code Gear は並列処理の

単位として利用でき, Data Gear はデータそのもので型を

持っていて，CbC はメタレベルの処理，並列処理を記述

することができる。Data Gear を Paging , Code Gear を

Segmentation として

サンドバッグ

2. GearsOS について

3. Pagingと Segmentation

4. Xv6

5. Pagingと SegmentationのGearsOSへ
の実装

ファイルは次のようになる．下線部は投稿時に省略可能

なもの．
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